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第１9回のテーマはこちら 

「STAS-J から IPOS へ」 

～主観的評価を取り入れた心強い新たな尺度～ 

緩和ケア関連でよく使用される尺度として「STAS-J」があります。 

STAS-J は患者の苦痛を“客観的に評価”することができる尺度であり、意思疎通の困難な患者に 

対しても代理で苦痛評価ができるため、世界的にも使われている有用なものでした。 

ただ少し、惜しいことに患者の“主観的評価”を測ることはできませんでした。 

そんな STAS-J の後継版として改良がくわえられ、患者の主観的評価を含めた(客観的評価も可能) 

評価尺度として誕生したのが IPOS（Integrated Palliative Outcome Scale）です。“アイポス”と呼びます。 

 

IPOS の特徴を簡単にまとめると以下の点が挙げられます。 

・直近 3日間(もしくは 7日間)の包括的評価ができる 

・10項目から構成されている 

・各項目は０～４の 5段階となっており、 

０が最も症状が軽い(問題が少ない)、 

４が最も症状が重い(問題が大きい)ことを意味する 

・「症状がどれくらい日常生活に影響を与えるか」 

で評価するため臨床で使用しやすい 

・オープンクエスチョンもあり、 

患者の問題点が柔軟に評価できる 

 

IPOS を使用する主な目的は大きく２つ。 

１． 患者の状況を包括的に評価することによる適切な介入ができる 

IPOSでは症状による苦痛だけでなく、「生活への支障」を確認している。状態によっては症状そのもの 

を改善することは困難でも、工夫次第で生活への支障を軽減し、QOL の向上を図ることは可能となる。 

２． 患者とスタッフのコミュニケーションの促進を図ることができる 

IPOS を使用することで患者の気がかりや困りごとを把握し、その情報をもとに患者とのよりよい 

コミュニケーションにつなげることができる。 ※スコアをよくすることだけが目的ではないので注意 

 

うまく使えば苦痛を抱える患者にとってもそれを援助する医療者にとっても非常に有用な尺度になるので 

ぜひ知っておいてほしいと思います。 
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小さくてごめんね。 

「IPOS」で検索するとすぐ見れます。 


